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病院長就任のごあいさつ

2022年4月から病院長に就任しました。新型コロナウイルス感染症が完全には落ち着いてい
ない状況であり、当院には感染者の入院に対応できる重点医療機関としての役割が求められて
います。また十勝35万人の二次救急医療を確実に担っていくことも求められています。この2
つの役割をバランス良く維持していくことは、従来の病院運営では考えられなかった困難さを
伴っており、そのような状況での院長を務めるためには院内各部署および他の医療機関との連
携が大切だと考えています。また「働き方改革」への対応や「地域医療構想」への対応も待っ
たなしであり、課題は山積みの状況であると認識しています。自分のみの力ではこれらの難題
を解決していくことは難しく、さまざまな方の協力が得られるように努力します。

さて、当院の理念は「十勝・帯広に必要な医療機関であり続ける」です。そのためには何事
も前向きに考え、行動していくことが大切です。病院という組織は、地域にとって、人にとっ
て安心・安全な場所でなくてはなりません。

では病院で働く人にとって最も大事なことは何でしょう。

私はEmpathyだと思います。日本語にすると思いやり、共感という感じですが、似たような
言葉にSympathy＝同情という言葉があります。同情はその人だけの感情ですが、Empathyは
相手の目線で理解する能力といった意味が含まれます。相手に寄り添うといった感じでしょう
か。

患者さんのことを考えてみましょう。

病気で悩んでいる人は、普通の考え方ができなくなっているかもしれません。
病気を治すためには技術のみではうまくいかないときがあります。相手は自分とは違う人間な
ので、理解することは不可能でしょうか？そんなことはないでしょう。相手の目線で理解する
ことができる、Empathyをもった医療人が望まれていると私は思います。そんな医療人を育て、
地域にとって必要とされ続ける医療機関を目指したいと思います。



内視鏡検査の体制拡充

内視鏡室移転に伴い、検査室
が2室に拡張されました。
上部・下部消化管内視鏡の定期
検査や検診、救急患者の検査が
併行して対応できるようになり
ました。

早期発見・早期治療のため
には内視鏡検査は重要であり、
今後もより多くの患者の要望
に応えられるよう地域医療に
貢献していきたいと思います。



帯広協会病院スポーツ医学リハビリテーションセンター
InstagramとYouTubeを配信しています！

Instagramでは当センターの情報をはじめ、スポーツや怪我に関するマメ知識などを投
稿しています。部活動に励んでいる学生さんやスポーツ愛好家の方々にとって、怪我は
誰でも起こり得る事です。しかし、練習時間や場所が制限された中で怪我をしてしまう
と、運動を諦めたり、部活から離脱することも多いでしょう。そのような事態を少しで
も減らしたいという思いから、皆さんに役立つ情報を発信していこうと考えInstagram
を始めました。これからも皆さんの声に応えていきますので、皆さんが日頃抱いている
疑問、質問などをInstagramのダイレクトメッセージの方からお気軽にご質問してくだ
さい！

当院ではリハビリに通院されている方に向けて、個別プログラムを作成しエクササイズ
用紙を配布しております。用紙では伝わりにくい事もあるため、より理解を深めていた
だくためにエクササイズの解説動画をYouTubeにアップしています。エクササイズ用紙
にQRコードがついていますのでスマホから簡単に見ることができます。
今は各エクササイズを解説した動画のみアップしているので、通院中の方や普段自宅で
運動している方は、ぜひ自分のやり方が間違っていないか確認してみてください！

当センターでは初診の方でもご予約頂けるように木曜日の13時30分から15時の間に
予約診療を行っております。詳しくはホームページをご確認ください。
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